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SCa −−3 光 合 成 器 官 の 必 須 構成 要 素 と し て の

ク ロ ロ フ ィ ル a
’

と フ ェ オ フ ィ チ ン a

　　 　渡 辺 　正 、小林 正 美 、仲 里 正 孝 す ，檜 山 哲 夫 ‡

　 　 （東 大 生 研 、 †南 方 薬 品 工 業 、 ‡埼 玉 大 ・理 ・生 化 ）

　 　 緑 葉 中 で ク ロ ロ フ ィ ル a （Chl　 a ） 総 量 の 1 ％ 近 く を 占 め る フ ェ オ フ ィ チ ン a （Pheo　 a ）

は 、 主 と し て 分 析 手 法 （TLC ， カ ラ ム ク ロ マ ト ）の 性 能 不 備 に よ り　1977 年 ま で artifact と

思 わ れ て き た 。 我 々 は 高 分 解 能 か っ 分 離 中 の 分 子 変 牲 を 無 視 で き る 順 相 HPLC 条 件 を 確 立

し て 植 物 体 を 分 析 し た と こ ろ 、 新 た に Chl　 a の 立 俸 異 ｛生体 （エ ピ マ ・・） Chl　 a
’

を 検 出 し

た ［1］。 初 期 の 測 定 ［2］で は 分 子 数 比 Chia
’
／P700 ≦ 　2 を 示 唆 す る 結 果 を 得 た が 、そ の 後

サ ン プ ル 調 製 条 件 ・HPLC 条 件 を 改 善 し 、　ま た 分 析 対 象 を さ ら に 各 種 の 標 晶 へ 拡 張 す る こ

と に よ り 、 こ の 分 子 数 比 が 1 で あ る こ と を 見 い だ し た 。 　 Pheo 　 a は 系 撰粒 子 中 に Pheo　 a ／

P680 ＝ 2 の 量 比 で 存 在 し 、 そ の エ ピ マ
ー Pheo　 a

’
は 生 葉 中 に 検 出 さ れ な い ［1ユ。

　 　 Chl　 a ／a
’

の 分 子 構 造 、
　 HPLC チ ャ

ー ト の 例 （spinaeh の 生 葉 X お よ び Chl　 a／P700 比

を 8 〜 loos の 範 囲 で 変 え た 系 1 粒 子 に 関 す る Chl　 a ／Chl　 aF 定 鑿 結 果 を Fig， 1 に 示 す 。

こ れ よ り Chl　 a
’
IP7DO ≒ 　1

、 す な わ ち 系 1 の ご く逓 癆 に Ch ヱ a
’

が 1 分 子 存 在 す る こ と

が 結 論 で き る 。 こ れ ら t4 種 の 系 1 標 品 は ク t ロ プ ラ ス ト を ジ ギ ト ニ ン 処 邏 で 可 溶 化 し た

の ち 遠 心 ま た は エ ー テ ル 洗 浄 に よ っ て 調 製 し た も の で あ る 。 ジ ギ ト ニ ン 処 理 に 加 え Triton

X−100 処 理 、 シ ョ 糖 密 度 勾 配 遠 心 、　 DEAE −Sepharose カ ラ ム ク n マ ト な ど を 行 う と 、処 理

中 に エ ピ マ F 一化 ［3］が 進 行 す る た め 最 終 的 な Chl　 a
’
ノP700 比 の 測 定 値 は 1 よ り 大 き く な る 。

な お ク ロ ロ プ ラ ス ト や 緑 葉 霞 身 の Chl　 a
”
　IChl　 a 比 は 植 物 の 種 類 に ほ ぼ 無 関 係 に 1／300 〜

1／400 で あ り、系 ］粒 子 で は Chla
’
／P680 〈 O．1 と な っ た 。

　 　 モ ル 比 Chl　 a ／P700 が 130〜 170 と い わ れ る ［4］ラ ン 藻 類 （ Symechococcus 　 sp ．ほ か

4 種 ） の 分 析 結 果 は 　 Chla ／Chla
’

＝ 　120〜 160

と な り、 や は り 　 Chla
’
〆P700 ≒ 　1 　な る 量 論 関

係 が 示 唆 さ れ る 。

　 　 フ ィ チ ル エ ス テ ル の 加 水 分 解 を 触 媒 す る 酵 素

ク ロ ロ フ ィ ラ
ーゼ の 粗 製 標 品 は 、 Chl　 a 、

　 Pheo　 a 、

Chl　 a
’

に は 同 程 度 の 活 1生を 示 す が Pheo 　 a
’

に 対

す る 活 性 は 著 し く低 い 。 こ の こ と も Chia
’

が 光

合 成 器 官 の 必 須 成 分 で あ る こ と を 支 持 し て い る 。

　 　 高 度 精 製 系 1 粒 子 、系 R 粒 子 、 ラ ン 藻 類 は そ

れ ぞ れ 池 上 　 勇 氏 （帝 亰 大 ）、 村 田 紀 夫 氏 （基 生 研 ）。

松 永 　 是 氏 （東 農 工 大 ）よ り 罷 供 し て 戴 い た 。記 し

て 謝 意 を 表 す る 。
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